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令和6年度 生徒募集要項

八戸聖ウルスラ学院高等学校
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第１学年　　普通科　（ 男　女 ）　140名
　　　　　　英語科　（ 男　女 ）　 40名
　　　　　　音楽科　（ 男　女 ）　 20名

中学校卒業および令和６年３月中学校卒業見込みの者

令和６年１月22日（月）～１月26日（金）
受付時間　9：00～16：00
郵送出願は締切日必着のこと。

令和６年２月６日（火 ）

⑴本　　校　（音楽科は本校のみ）
⑵十和田商工会議所会館
⑶三沢商工会館

⑴入学願書　本校所定の用紙
⑵調 査 書　出身中学校長が作成したもの
　　　　　　都道府県公立高等学校入学者選抜実施要項による調査書の写し可
⑶音 楽 歴　音楽科志願者のみ、本校所定の用紙
　　　　　　声楽、管・弦・打楽器専攻者は伴奏譜（コピー）を添付

12,000円　下記のいずれかの方法で納付すること。
Ａ．銀行振込　振込依頼人を受検生氏名とする
　　　　　　　振込手続きは令和６年１月４日以降　　　　　　　
　　　　　　　振込証明書を願書裏面の所定欄に貼付ける
　　　　　　　　金融機関窓口振込…所定の用紙で振込し受検料振込証明書を貼付
　　　　　　　　ＡＴＭ振込…ＡＴＭ操作時の振込レシートの原本を貼付
　　　　　　　　ネットバンキング…振込記録画面等を出力して貼付
Ｂ．現　　金　（本校窓口で納入）

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

募 集 定 員
（推薦入学者を含む）

出 願 資 格

願 書 受 付 期 間

検 査 日

検 査 場

提 出 書 類

受 検 料

１.　一般入学検査要項

【建学の精神・教育理念】
　本学院は、カトリックの精神に基づき、「愛徳・謙遜・正義」の校訓の下、「他者と共に、
他者のために」生きる人間の育成を建学の精神・教育理念としています。

【求める生徒像】
１．本学院の建学の精神・教育理念を通して人格形成したいと望む生徒。
２．普通科：学習活動および特別活動に積極的に取り組み、社会に貢献しようとする生徒。
　　英語科：国際的視野を持ち、英語を使って社会に貢献しようとする生徒。
　　音楽科：音楽の表現力と演奏技術を伸ばし、音楽を通して社会に貢献しようとする生徒。
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令和６年２月14日（水）　午前９時
本校事務室前に掲示するとともに出身中学校にも通知します。
また、本校ホームページ上でも受検番号と生年月日を入力することで確認で
きます。

令和６年２月14日（水）から２月26日（月）までに入学手続要項に従って
完了すること。　入学金 70,000円　
受付時間　9：00～16：00（土・日・祝日をのぞく）

令和６年２月６日（火）　普通科・英語科：学力検査
　　　　　　　　　　　　音楽科：学力検査、実技試験、適性検査

※ 合否判定にあたっては、調査書、学力検査および受検態度の結果に基づき
求める生徒像に照らして総合的に判断して判定します。
※今年度より、面接試験は廃止します。

　音楽科実技試験の内容
　　①専攻実技　任意の自由曲１曲
　　　※声楽、管・弦・打楽器専攻者は伴奏譜（コピー）を添付して下さい。
　　②適性検査　「コールユーブンゲン」
　　　①No.19－b　②No.23－b　③No.25－a　④No.26－e　⑤No.27－b より
　　　当日１曲指定

学校法人 八戸聖ウルスラ学院奨学生（在学中３年間支給）
学力検査において400点以上の得点者に対し、学校法人八戸聖ウルスラ学院
奨学生としての資格を認め、年間授業料と施設設備費を合計した額から国の
就学支援金や県の就学支援費を差し引いた保護者負担分の100％を免除する。
他の公立高校等を併願する場合も認められる。

⑴第１志望の科・コースが不合格の場合、第２志望での合格がある。
⑵英語科の合否判定には、通常の検査配点に加えて傾斜配点（英語200点、
他教科75点、計500点満点）も併用する。なお、奨学生選考に傾斜配点は
用いない。

8.

9.

10.

11.

12.

合 格 発 表

入 学 手 続

検 査 日 程

検 査 内 容

奨 学 制 度

留 意 点

校　時 時　　　間 検　査　内　容 配　点
 8：40～ 8：50 （ 点 呼 ・ 諸 注 意 ）

1  8：50～ 9：40 国　　　　　語 100点
2  9：55～10：45 英　　　　　語 100点
3 11：00～11：45 数　　　　　学 100点

11：45～12：25 （ 昼 　 　 食 ）
4 12：30～13：15 社　　　　　会 100点
5 13：30～14：15 理　　　　　科 100点
6 14：30～15：15 実技試験、適性検査（音楽科） 100点
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第１学年　　普通科　（ 男　女 ）　若干名
　　　　　　英語科　（ 男　女 ）　若干名
　　　　　　音楽科　（ 男　女 ）　若干名

令和６年１月４日（木）～１月10日（水）
受付時間　9：00～16：00（土・日・祝日をのぞく）
郵送出願は締切日必着のこと。

令和６年１月12日（金）
　
本　校
　
13：55までに検査場に入ること。
14：00～14：10　点呼・諸注意
14：15～15：00　作文
15：05～　　　　面接　音楽科実技試験、音楽科面接
※ 合否判定にあたっては、求める生徒像に照らして総合的に判断して判定し
ます。

12,000円　下記のいずれかの方法で納付すること。
Ａ．銀行振込　振込依頼人を受検生氏名とする
　　　　　　　振込手続き開始日は定めない
　　　　　　　振込証明書を願書裏面の所定欄に貼付ける
　　　　　　　　金融機関窓口振込…所定の用紙で振込し受検料振込証明書を貼付
　　　　　　　　ＡＴＭ振込…ＡＴＭ操作時の振込レシートの原本を貼付
　　　　　　　　ネットバンキング…振込記録画面等を出力して貼付
Ｂ．現　　金　（本校窓口で納入）
　
令和６年１月18日（木）　在学中学校長に通知する。

令和６年１月18日（木）から１月26日（金）までに入学手続要項に従って
完了すること。
受付時間　9：00～16：00（土・日をのぞく）　

推薦入学の特典として、入学金70，000円を免除する。
　
学校法人 八戸聖ウルスラ学院奨学生（在学中３年間支給）
学力検査において400点以上の得点者に対し、学校法人八戸聖ウルスラ学院
奨学生としての資格を認め、年間授業料と施設設備費を合計した額から国の
就学支援金や県の就学支援費を差し引いた保護者負担分の100％を免除する。
奨学生を希望する者は、「推薦入学願書」の学力検査、受検の有無の「２. 受
検します」に○をし、学力検査（令和６年２月６日（火）実施、５教科・受
検料不要）を受けること。

推薦入学検査において不合格の場合でも、一般入学検査を受けることができ
る（受検料不要）。
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11.

募 集 定 員

願 書 受 付 期 間

検 査 日

検 査 場

検 査 日 程

受 検 料

合 格 発 表

入 学 手 続

特 典

奨 学 制 度

留 意 点

2.　推薦入学検査要項
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12. 推薦基準・提出書類・検査内容

推 　 薦 　 基 　 準
（以下の全ての項目に該当する者） 提 　 出 　 書 　 類 検査内容

普 通 科
LAコース

⑴令和６年３月中学校卒業見込みの
者で、在学する中学校長が推薦す
る者。
⑵本校のみを志望する者。
⑶心身共に健康で、欠席の少ない者。
⑷全教科を通し評定１が無い者。

⑴推薦入学願書（本校所定の用紙5）
⑵校長推薦書（　　　  〃 　 　　）
⑶調査書 　出身中学校長が作成した
もの（都道府県公立高等学校入学
者選抜実施要項による調査書の写し
可）

①調査書
②作　文
③面　接

普 通 科
SAコース

⑴令和６年３月中学校卒業見込みの
者で、在学する中学校長が推薦す
る者。
⑵調査書の「必修教科の学習の記録」
における「総計」が90以上の者。
⑶本校のみを志望する者。
⑷心身共に健康で、欠席の少ない者。
⑸全教科を通し評定１が無い者。

⑴推薦入学願書（本校所定の用紙5）
⑵校長推薦書（　　　  〃 　 　　）
⑶調査書 　出身中学校長が作成した
もの（都道府県公立高等学校入学
者選抜実施要項による調査書の写し
可）

①調査書
②作　文
③面　接

英 語 科

⑴令和６年３月中学校卒業見込みの
者で、在学する中学校長が推薦す
る者。
⑵実用英語技能検定３級以上取得
者、または調査書の「必修教科の
学習の記録」における「英語」の
３年間の合計が11以上の者。
⑶本校のみを志望する者。
⑷心身共に健康で、欠席の少ない者。
⑸全教科を通し評定１が無い者。

⑴推薦入学願書（本校所定の用紙5）
⑵校長推薦書（　　　  〃 　 　　）
⑶調査書 　出身中学校長が作成した
もの（都道府県公立高等学校入学
者選抜実施要項による調査書の写し
可）
⑷実用英語技能検定３級以上取得者
は、合格証明書のコピー

①調査書
②作　文
③面　接
（実用英語検定３級
程度の英会話含む）

音 楽 科

⑴令和６年３月中学校卒業見込みの
者で、在学する中学校長が推薦す
る者。
⑵音楽の技能を有する者。
⑶本校のみを志望する者。
⑷心身共に健康で、欠席の少ない者。
⑸全教科を通し評定１が無い者。

⑴推薦入学願書（本校所定の用紙5）
⑵校長推薦書（　　　  〃 　 　　）
⑶調査書 　出身中学校長が作成した
もの（都道府県公立高等学校入学者
選抜実施要項による調査書の写し可）

⑷音楽歴（本校所定の用紙）
⑸声楽、管・弦・打楽器専攻者は伴奏
譜（コピー）を添付

①調査書
②作　文
③面　接
④実技試験
　音楽科面接

音楽科実技試験の内容
　①専攻実技　任意の自由曲１曲
　　※声楽、管・弦・打楽器専攻者は伴奏譜（コピー）を添付して下さい。
　②音楽科面接
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普通科（ 男　女 ）若干名
英語科（ 男　女 ）若干名
音楽科（ 男　女 ）若干名
　※　但し、欠員がある学科のみ募集。

令和６年３月中学校卒業見込みの者で、他の私立高校を受検しなかった者。
（本校一般入学検査の合格者で入学手続きをしなかった者は二次入学検査を
　受検することはできない）

令和６年３月21日（木）～ ３月22日（金）
受付時間　9：00～16：00（電話での受付可）

⑴入学願書　本校所定の用紙
⑵調 査 書　出身中学校長が作成したもの
　　　　　　（都道府県公立高等学校入学者選抜実施要項による調査書の写し可）
⑶音 楽 歴　音楽科志願者のみ、本校所定の用紙
　　　　　　声楽、管・弦・打楽器専攻者は伴奏譜（コピー）を添付

令和６年３月25日（月）

本　校

12，000円　現金で納付

国語・英語・数学・調査書・面接
音楽科は、実技試験、適性検査を行います。

 8：40～　　　　点呼・諸注意
 8：50～ 9：40　国　語
 9：50～10：40　英　語
10：50～11：35　数　学
11：40～　　　　面　接・音楽科実技試験
※ 合否判定にあたっては、求める生徒像に照らして総合的に判断して判定し
ます。

令和６年３月25日（月）　午後３時

令和６年３月25日（月）即日に手続き完了すること。
入学金80，000円

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

募 集 定 員

出 願 資 格

願 書 受 付 期 間

提 出 書 類

検 査 日

検 査 場

受 検 料

検 査 内 容

検 査 日 程

合 格 発 表

入 学 手 続

3.　二次入学検査
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5.　奨 学 金 制 度
１．学校法人八戸聖ウルスラ学院奨学制度

①本人がカトリック信者の場合、年間授業料と施設設備費を合計した額（国の就学支援金や県の就学支
援費を差し引いた保護者負担分）の50％を免除する。また、入学後に、入学金を100%免除する。

②本学院（幼稚園・中学校・高等学校）に兄弟姉妹で在学する場合、第２子以降の年間授業料と施設設
備費を合計した額（高校の場合は国の就学支援金や県の就学支援費を差し引いた保護者負担分）の
50％を免除する。

③学業成績の優秀な者（学力検査５教科400点以上の得点者）は、年間授業料と施設設備費を合計した
額（国の就学支援金や県の就学支援費を差し引いた保護者負担分）の100％を免除する。

④教科外活動の優秀な者（硬式野球部・強化部等）は、年間授業料と施設設備費を合計した額（国の就
学支援金や県の就学支援費を差し引いた保護者負担分）の50％～100％を免除する。また、入学金を
100%免除する。（但し、硬式野球部は５名以内）

⑤所得が一定の基準内（青森県就学支援費補助金交付要項による）の世帯の者は、入学後に、入学金（県
入学金補助金を差し引いた保護者負担分）を100%免除する。

２．㈶青森県育英奨学会高等学校奨学金
　保護者が青森県民で、学業、人物が優れているにもかかわらず経済的理由により就学が困難な高校生
に対して、奨学金が貸与されます。

　　　　貸 与 月 額：次のうち、奨学生が必要に応じて希望する月額
　　　　　　　　　　　ア．18,000円　　　イ．23,000円　　　ウ．30,000円　　　エ．35,000円
　　　　返　　　還：無利子で、貸与終了後１年据置、貸与期間の３倍の期間内に返還
　　　※他の都道府県にも同様の奨学制度があります。
３．その他の奨学金制度

　その他、あしなが育英会や一般企業等の奨学制度があります。本校の担当者にお問い合わせください。

4.　校　納　金　等
１．教育充実費　　80，000円（入学年度のみ）３月25日までに納入
２．授　業　料　　月額33,000円
　　【就学支援金 国（A）・就学支援費 県（B）】
　　　国が定めた算定基準により対象となった場合、返還不要の支援が受けられます。
　　　下表にて就学支援金 国（A）と就学支援費 県（B）および授業料の実納金額を算出することができます。

（令和５年度実績）

区 分

算　定　基　準
就学支援金 国（A）

（月額）
就学支援費 県（B）

（月額）
授業料実納金額
（月額）

市町村民税の所得割の
課税標準額×６％－調整控除の額

（保護者の合算）

年収目安
（保護者の合算）

A 30 万 4，200 円以上 910 万円以上 33，000 円

B 20 万 7，900 円～ 30 万 4，200 円未満 710 万円～  　
  910 万円未満 9，900 円 23，100 円

C 15 万 4，500 円～ 20 万 7，900 円未満 590 万円～  　
  710 万円未満 9，900 円 9，900 円 13，200 円

D 15 万 4，500 円未満 590 万円未満 33，000 円 0 円

　　　注　意　点
　　　　①就学支援金 国（A）と就学支援費 県（B）は、本人に代わって学校が受け取り授業料に充てられます。
　　　　②年収目安は、構成が両親・高校生・中学生の４人の場合で両親の一方に収入がある世帯設定です。
　　　　③親権者の一人が日本国内に住所を有したことがないなど、個人番号の指定を受けていない場合は
　　　　　就学支援金 国（A）月額9，900円のみとなります。
　　　　④保護者の離職等の事由により収入額が減少した場合に適用される家計急変制度があります。
３．その他の経費
　　　施 設 設 備 費（年　額）　72，000円 英語科　教 材 研 究 費（年　額）　 10，000円
　　　Ｐ Ｔ Ａ 会 費（年　額）　18，000円 音楽科　特　別　経　費（年　額）　 11，000円
　　　特別活動後援基金（年　額）　10，000円 　　　　個人レッスン料（年　額）　120，000円
　　　生　徒　会　費（年　額）　10，000円 諸経費　１ ～ ３ 年 次（年　額）　 15，000円
　　　卒 業 諸 経 費（年　額）　15，000円
４． ipad 関連費用
　　　本体・通信料等として毎月5,000円程度。付属品代として初年度４月に30,000円程度を徴収します。
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6.　アクセス

◇ＪＲ八戸線・青い森鉄道・いわて銀河鉄道・新幹線をご利用の場合
『八戸駅』下車。バスのりば④番より、【南部バス】八戸ニュータウン及び聖ウルスラ学院行にて
『聖ウルスラ学院』又は『高専前』下車。

◇八戸市営バス・南部バスをご利用の場合
『聖ウルスラ学院』又は『高専前』を経由するバスにご乗車ください。
バス停留所は学校敷地内にございます。（一部『高専前』で乗降となる路線もあり）
詳しくは各バス会社へお問合せください。

Ａコース
Ｂコース

三戸経由 田子線①②
田向経由 鮫線

最終便Ａ
最終便Ｂ

小稲バス停→十和田自動車学校付近→六戸マエダストア付近（7：18）→百石高校付近（7：36）

新 郷 村 役 場 付 近（6：45）→五 戸 中 央（7：08）→五 戸 上 市 川 小 学 校 付 近（7：30）

サンモール田子（7：00）→ファミリーマート三戸斗内店付近（7：07）→三戸町役場付近（7：15）→三戸町六日町

長苗代→陸上自衛隊付近→百石高校付近→六戸総合体育館付近（18：13）→三沢市立図書館付近→おいらせ町寺下フォワーディング付近（18：43）

下長屋内トレーニングセンター付近→五戸上市川小学校付近→五戸中央（18：25）→小稲バス停→十和田自動車学校付近（19：00）

売市→下長（19：30）→百石高校付近→ローソン三沢大津店付近→木崎野温泉付近→おいらせ町寺下フォワーディング付近（20：17）

田子線①と②を併せ、「朝の運行」②→①を逆順に運行

「朝の運行」を逆順に運行

五戸上市川→五戸中央（19：44）→小稲バス停→十和田自動車学校付近→六戸マエダストア付近（20：26）

三戸病院付近（7：18）→南部病院付近（国道4号線）（7：26）→剣吉駅通り（国道104号線）（7：37）→福地体育センター付近

六戸小松ヶ丘（6：53）→三沢市立図書館付近（7：05）→堀口中学校付近→おいらせ町寺下フォワーディング付近（7：20）

六戸経由 十和田線
売市経由 五戸線

おいらせ経由 三沢線
三戸経由 田子線①
三戸経由 田子線②
田向経由 鮫線 ローソン八戸鮫店付近（7：15）→岬台団地付近→ユニバース南類家店付近（7：41）→イオン八戸田向店付近→是川団地（7：55）

※福地体育センター付近→剣吉駅通り（国道104号線）→南部病院付近→三戸病院付近→三戸町役場付近→サンモール田子（19：55）

※是川団地→イオン八戸田向店付近→ユニバース南類家店付近→白銀台団地付近→ローソン八戸鮫店付近（19：45）

※スクールバス乗車料金、乗降場所等の詳細については、事務室へお問い合わせください。
※各路線とも乗車定員があります。年度ごとの申込み状況により、路線・ルート、および通過
　予定時刻等、変更になる場合もございます。

通学に便利なウルスラ中学校アクセス

（令和５年度実績）

聖アンジェラ・メリチ
聖ウルスラ修道会創立者


